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よ
う
こ
そ
県
病
へ

　

新
採
用
者
・
転
入
者
を
迎

え
、
職
場
は
新
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で

は
、
勝
手
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
い

も
多
い
も
の
で
す
。
疑
問
や
問

題
は
遠
慮
せ
ず
職
場
の
先
輩
に

尋
ね
、
迎
え
る
側
も
積
極
的
に

声
を
掛
け
、
不
安
を
解
消
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
組
合
っ
て
何
？

　

県
立
病
院
に
は
、
正
規
職
員

の
約
７
割
（
医
師
を
除
く
）
が

加
入
し
て
い
る
「
労
働
組
合
」
が

あ
り
ま
す
。
正
式
名
称
は
「
岩

手
県
医
療
局
労
働
組
合
（
略
称

＝
県
医
労
）」。
看
護
は
も
ち
ろ
ん

医
療
技
術
や
事
務
、
栄
養
管
理

な
ど
、
職
員
で
あ
れ
ば
臨

時
職
員
や
パ
ー
ト
職
員
で

あ
っ
て
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

県
医
労
で
は
、
労
働
条

件
の
改
善
と
労
働
者
の

生
活
向
上
を
追
求
し
、
組

合
員
と
そ
の
家
族
の
福

利
厚
生
も
行
っ
て
い
ま

す
。
権
利
な
ど
様
々
な
学

習
活
動
、
旅
行
や
食
事
会

な
ど
の
文
化
活
動
も
あ
り
、
青

年
部
（
30
歳
ま
で
の
組
合
員
）

で
は
季
節
に
応
じ
、
キ
ャ
ン
プ

や
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交

流
会
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
労
働
組
合
に
加
入

し
、
一
緒
に
学
び
親
睦
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

　

定
時
に
帰
ろ
う

　

  

「
超
勤
」は
請
求
し
よ
う

　

慣
れ
な
い
仕
事
は
時
間
が
か

か
る
も
の
。
仕
事
の
手
順
や
物

品
の
場
所
を
覚
え
る
だ
け
で
精

一
杯
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

帰
宅
時
刻
に
な
っ
て
も
仕
事
が

終
わ
ら
な
い
時
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
。
そ
の
ま
ま
帰

宅
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

実
際
に
は
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
基
本
は
定
時
で

帰
る
こ
と
。
仮
に
時
間
外
ま
で

働
い
た
場
合
に
は
、
別
途
手
当

が
発
生
し
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
こ
と
を
「
超

勤
（
超
過
勤
務
）」
と
も
言
い
ま

す
。
日
勤
な
ら
始
業
８
時
30
分

前
、
終
業
17
時
15
分
以
降
は
も

ち
ろ
ん
、
昼
休
憩
（
60
分
）
に

休
め
な
い
分
も
全
て
「
超
勤
」

で
す
。「
働
い
た
分
は
請
求
す
る
」

の
は
当
然
で
、
新
人
で
あ
っ
て

も
法
律
で
の
区
別
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
れ
な
く
き
ち
ん
と
請
求

し
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
の
大
切
さ
を
伝
え

　
　

  
新
人
を
仲
間
に
迎
え
よ
う
！

＝ 
仲
間
づ
く
り
は
職
場
か
ら 

＝

年次休暇は 　
　個人の『権利』
　「年次休暇」は、個人が自由に取得できる

休暇です。病気休暇などとは違い、取得に特

別な理由は一切不要。行事や予定が特になく

ても、休みたい時に請求できます。個人の「権

利」であり、病院長や職場上司から「もらう」

ものではありません。「年次はあげられない」

などと平気で言う職場管理者がたまにいます

が、それは大きな間違いであり権利侵害です。

　交代制職場では、勤務表作成時に「休み希

望」として、他職員と事前調整していますが、

あくまでも年次取得の正式ルールは「有給休

暇処理簿」に記入し提出すること。使用者側

には、休暇を別の日に変更させる権限（時季

変更権）がありますが、あくまでも「病院

の事業運営に

著しい支障が

ある」などの、

特別な場合に

限定されてい

ます。
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２
月
25
日
、
遠
野
支
部
で
臨

時
・
パ
ー
ト
職
員
を
対
象
に
組

合
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
延
べ

10
名
の
臨
時
看
護
師
、補
助
者
、

作
業
手
、
事
務
補
助
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
の
場

合
、
任
用
条
件
は
人
に
よ
っ
て

違
う
こ
と
か
ら
、
勤
務
時
間
が

バ
ラ
バ
ラ
で
全
員
が
一
度
に

集
ま
る
こ
と
が
と
て
も
困
難

な
状
況
で
す
。
遠
野
支
部
も
同

様
で
す
が
、
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ

の
勤
務
時
間
に
合
わ
せ
、
昼
休

憩
時
間
、
夕
方
の
16
時
、
17
時

か
ら
の
開
催
と
し
、
少
人
数
ず

つ
計
３
回
実
施
し
ま
し
た
。
説

明
は
「
よ
う
こ
そ
県
医
労
へ
」

の
冊
子
を
活
用
し
な
が
ら
本

部
書
記
長
が
行
い
、
支
部
役
員

も
同
席
し
ま
し
た
。
当
局
か
ら

提
案
さ
れ
て
い
る
補
助
者
夜

勤
の
問
題
、
医
労
連
共
済
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
も
伝

え
、
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。  

参
加
者
か
ら
は
「
初

め
て
組
合
説
明
を
き
ち
ん
と

聞
い
た
」「
今
ま
で
は
全
く
勧

誘
さ
れ
な
か
っ
た
」「
い
ろ
い

ろ
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
支
部
で
も
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
を
対
象
に
組
合
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
ょ
う
。
同
じ
職
場

で
働
く
労
働
者
・
仲
間
と
し
て
、

労
働
環
境
改
善
の
一
歩
に
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

臨時・パート組織化へ

遠野支部で組合説明会
中部支部“大好評”
お食事会に188人参加

　中部支部では、“日頃の疲れを癒し、
みんなで楽しもう”と２月から３月にか
けて昼、夜と計10回の食事会を開催し、
のべ188名が参加しました。ステーキ、
フランス料理、寿司食べ放題などコース
も様々。「毎日疲れていたから本当に気
分転換になった」と大好評でした。

フランス料理の「プティマルミット」最終日の写真。リッチな気分で。

マグロの解体ショーのあった「さくら寿司」で美味しくてピース！

　

陸
前
高
田
市
の
市
民
組

織
で
高
田
病
院
支
部
も
参

加
し
て
い
る
「
県
立
高
田

病
院
を
守
り
発

展
さ
せ
る
市
民

の
会
」
は
２
月
28

日
、
県
議
会
に
請

願
し
、
県
医
療
局

と
県
に
対
し
て
要
請
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

県
医
療
局
は
１
月
に
行
っ

を
進
め
る
上
で
不
可
欠
」
と

し
て
、
県
立
病
院
の
医
師
体

制
に
つ
い
て
充
実
を
図
る
こ

と
、
再
建
す
る
同

病
院
は
２
病
棟
と

し
、
ベ
ッ
ド
数
は

当
面
一
般
病
棟
40

床
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
病
棟
40
床
と
す
る
事
の

２
項
目
を
請
願
、
要
望
し
ま

し
た
。

た
住
民
意
見
交
換
会
の
場
で

今
後
再
建
さ
れ
る
県
立
高
田

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
に
つ
い
て

「
50
〜
60
床
が
適
当
」
と
説

明
し
ま
し
た
。市
民
の
会
は
、

「
高
田
病
院
の
充
実
は
復
興

「
高
田
病
院
市
民
の
会
」が

「
ベ
ッ
ド
数
80
床
に
」

　

県
医
療
局
と
議
会
に
要
請
！
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

　
　

大
船
渡
で
つ
ど
い
開
催

　
　

住
宅
再
建
な
ど
、
被
災
者
の
声
を
上
げ
て
い
こ
う

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故

を
き
っ
か
け
に
始
め
ら
れ
た

原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
署
名
行

動
、
イ
レ
ブ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
。

３
月
10
日
、
12
時
か
ら
盛
岡

市
内
で
行
わ
れ
、
11
団
体
か

ら
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

寒
い
中
で
し
た
が
、
79
筆
の

署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
毎
月
11
日
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
各
地
域

で
も
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

県
医
労
は
、
岩
手
医
労
連
や
い
わ
て

労
連
な
ど
と
共
同
し
て
、
さ
ら
に
「
救

援
・
復
興
岩
手
県
民
会
議
」に
も
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
被
災
地
支
援
を
し
て
き
ま

し
た
。
被
災
２
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
県
民
会
議
」
が
主
催
す
る
「
東
日

本
大
震
災
津
波
２
年
の
つ
ど
い
」
が
大

船
渡
市
・
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
被
災
地
を
中
心
に
３
０
０

人
が
参
加
。
今
後
の
持
ち
家
再
建
な
ど
、

被
災
者
の
声
を
生
か
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、「
岩
手
の
う
た
ご

え
協
議
会
」
が
35
人
で
合
唱
を
披
露
。

　

記
念
講
演
は
、
大
船
渡
市
の
復
興
計

画
推
進
委
員
会
委
員
長
で
も
あ
る
塩
崎

賢よ
し

明み
つ

立
命
館
大
学
教
授
が
、「
住
ま
い
・

ま
ち
づ
く
り
・
明
日
へ
」
と
題
し
て
、

住
宅
再
建
を
中
心
に
講
演
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
陸
前
高

田
市
で
の
住
宅
再
建
支
援
の
制
度
や
、

一
人
暮
ら
し
で
も
茶
の
間
と
寝
室
を
別

に
し
た
公
営
住
宅
が
必
要
、
と
地
元
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、

「
自
治
体
毎
に
違
う
支
援
で
な
く
、
統
一

し
た
も
の
に
し
て
欲
し
い
」、「
７
、８
階

建
て
の
公
営
住
宅
で
は
年
配
者
に
と
っ

て
大
変
だ
」、
な
ど
の
声
が
あ
り
、
塩
崎

教
授
が
丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。

　
「
つ
ど
い
」
の
ま
と
め
を
鈴
木
露
通
県

民
会
議
事
務
局
長
が
行
い
、「
い
わ
て
復

興
一
揆
」
と
し
て
要
望
し
、
要
求
の
実

現
を
め
ざ
そ
う
と
提
起
。
前
川
慧
一
代

表
世
話
人
が
、
三
閉
伊
一
揆
に
学
び
被

災
地
か
ら
声
を
上
げ
よ
う
と
よ
び
か
け
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
医
労
か
ら
は
、　

５
支
部
・
本
部

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「花は咲く」などを合唱したオープニング

横断幕、のぼりも使って宣伝、署名

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し

 　

毎
月
11
日
に
署
名
・
宣
伝

　

日
本
医
労
連
自
治
体
病

院
部
会
主
催
の
全
国
交
流

集
会
が
３
月
16
日
か
ら
17

日
ま
で
、
横
浜
市
内
で
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
12
労

組
・
40
名
、
県
医
労
か
ら

２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
医
労
連
吉
村
中
執

か
ら
の
問
題
提
起
の
後
、

特
別
報
告
と
し
て
岩
手
、

神
奈
川
、
広
島
、
大
阪
、

愛
媛
の
参
加
者
か
ら
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
関
連
で
報
告
。
次
に
、「
夜
勤
改
善
・
労
働
条
件
」

関
係
で
秋
田
、
広
島
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
広
島
市
民

病
院
で
は
、
市
長
が
か
わ
っ
た
途
端
「
独
立
行
政
法

人
化
」
の
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
組
合
と
し
て
行
っ

た
独
法
化
反
対
の
取
り
組
み
や
、
地
域
医
療
や
自
分

た
ち
の
労
働
条
件
を
守
る
た
め
の
こ
れ
か
ら
の
運
動

へ
の
決
意
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
条
件
関
係
で
は
、

正
循
環
（
準
休
深
休
）
の
夜
勤
が
行
わ
れ
て
い
る
状

況
（
秋
田
）
や
、
育
児
短
時
間
制
度
を
定
数
の
枠
外

と
さ
せ
て
い
る
状
況
（
広
島
）
等
が
報
告
さ
れ
、
活

発
な
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
２
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
交
流
。

地
域
医
療
を
担
う
公
立
病
院
の
役
割
に
つ
い
て
、
い

の
ち
と
地
域
を
守
り
、
安
全
・
安
心
の
医
療
の
提
供

の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ

ま
し
た
。「
夜
勤
改
善
・
労
働
条
件
」
の
分
科
会
で
は
、

厳
し
い
中
で
も
、
年
末
年
始
の
手
当
改
善
や
メ
ン
タ

ル
の
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
、
独
自
に
勝
ち
と
っ

て
い
る
経
験
が
多
彩
に
報
告
さ
れ
、
参
加
者
の
確
信

と
な
り
ま
し
た
。

自治体病院労組ならではの交流で元気に！
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３
月
８
日
、「
女
性
の
連
帯
と

協
同
を
ひ
ろ
げ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か

げ
、
国
際
女
性
デ
ー
が
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手

県
集
会
は
県
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
、
盛
岡
市
内
を
中
心
に
74
名

が
参
加
、
県
医
労
か
ら
は
中
央

支
部
と
本
部
か
ら
６
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
宮
城
学
院
女
子

大
学
教
授
の
浅
野
富
美
枝
さ
ん

が
「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
日
本

の
男
女
平
等
」
と
題
し
て
講
演
。

世
界
か
ら
見
て
も
大
き
く
立
ち

後
れ
て
い
る
日
本
の
男
女
平
等

の
原
因
が
、
女
性
に
仕
事
と
家

庭
の
二
重
の
負
担
を
押
し
つ
け

る
家
庭
内
に
あ
る
と
し
、「
個
人

の
尊
厳
よ
り
家
族
を
尊
重
す
る
」

こ
と
が
、「
個
人
を
捨
て
て
国
を

愛
す
る
こ
と
（
滅
私
奉
公
）」
に

つ
な
が
る
と
し
て
、
社
会
の
関
わ

り
方
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

解
決
し
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難

所
の
運
営
に
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

が
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
生
活
弱

者
の
ニ
ー
ズ
が
届
か
な
か
っ
た

と
し
、
男
女
平
等
が
進
ま
な
い

原
因
が
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ

た
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

日
本
国
憲
法
の
草
案
に
携
わ

り
、昨
年
12
月
30
日
に
亡
く
な
っ

た
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン

さ
ん
が
「
９
条
と
24
条
を
世
界

平
和
の
た
め
に
も
守
る
必
要
が

あ
る
」
と
遺
言
と
し
て
残
し
た

こ
と
を
話
さ
れ
、
諸
問
題
打
開

の
カ
ギ
は
男
女
平
等
に
あ
る
と

結
び
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
の
職
場
交
流
で

は
、
岩
手
医
大
教
職
組
か
ら
退

職
金
削
減
問
題
、
盛
岡
市
職
労

か
ら
は
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー

化
反
対
へ
の
支
援
の
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確

認
、
日
本
政
府
に
対
す
る
決
議

を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

男
女
平
等
は
家
庭
か
ら

　
　

国
際
女
性
デ
ー
岩
手
県
集
会
開
催

日本の男女平等の実態を講演する浅野富美枝さん（県公会堂）

国際女性デーの由来
　不況・失業・貧富の差が広がるアメ
リカで1908年、女性たちは「大砲よ
りパンを。女性に参政権を」と大規模
な集会やデモを行いました。1910年、
女性解放運動の先駆者クララ・ツェト

キンが「この経験を国際的に
広げ、女性たちの連帯を広め
ましょう」と呼びかけたのが
はじまりで、以来男女平等と
女性の地位向上、平和・民主
主義、人間らしい暮らしの実
現をめざして世界の女性たち
と連帯した行動が繰り広げら
れる日となっています。

女性部



5

医療局長様、看護指導監様

看護師を増やして下さい！！
－レッドカードより－

　夜勤専従と補助者夜勤導入に対し、様々な不安や怒りの声が聞こえて
きました。看護の仕事を補助者に代行させることなく、夜勤の負担を減
らし、安全で、あたたかい看護を看護師の手で行いたいのです。
　看護師の大幅増員を !!

　何かを決める時は現場の意見を聞いてください。事件は会議室ではなく現場で起きているのです!!

　補助者にも夜勤と

言われているが、契

約内容と違う!!

　患者様の安全を守
りきれません。わた
したちの心身の健康
は患者様への安全安
楽な看護の提供につ
ながります。看護師
を増員して下さい！

　あり得ないです !!

月16回
も夜勤

？月８

回でも
バテバ

テ!!

　ど
んな対

策を考

えても看護師が

増え
ない限

り過

酷な労働は変

わらな
い!!

　夜勤実態を見直して下さ

い。あたりまえだった視点

から見直す時代が来たので

す。有害とわかりながら

知らない振りをするのは
やめて下さい。夜勤回
数を減らし、手当の見
直し（引き上げ）を
求めます。
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　  岩手県ナースウェーブ集会
【日　時】 ５月11日㈯　13：00～
【会　場】 岩手県公会堂26号室
 白衣に着替えて集合
【企　画】 ○基調報告
 ○記念講演（落語・漫才）

 　六華亭遊花師匠
 ○白衣のアピール行進

　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：岩手県医療労働組合連合会看護対策委員会

ス
ト
ッ
プ
！
特
定
看
護
師
③

特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度

　

特
定
行
為
を
一
般
看
護
師
に

も
実
施
さ
せ
る
「
特
定
行
為
に

係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」（「
看

護
師
特
定
能
力
認
証
制
度
」
か

ら
名
称
変
更
）
は
、
特
定
行
為

も
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
チ
ー
ム

医
療
推
進
会
議
の
な
か
で
意
見

の
一
致
を
み
な
い
ま
ま
、
賛
否

両
論
併
記
し
、
制
度
の
早
期
実

現
を
求
め
た
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

厚
労
省
は
、「
報
告
書
に
賛
否
両

論
併
記
さ
れ
れ
ば
、
法
案
と
す

る
か
ど
う
か
は
政
治
判
断
」、「
看

護
師
か
ら
の
希
望
が
あ
る
」
な

ど
と
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、「
特
定
行
為
は
、
保
助
看

法
の
中
で
明
確
化
」「
研
修
を
修

了
す
れ
ば
登
録
証
が
交
付
さ
れ

る
が
国
家
資
格
を
新
た
に
創
設

す
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
が
、

案
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
案
が
通
れ
ば
、
医
療

の
安
全
に
と
っ
て
大
き
な
問
題

が
あ
り
、
そ
の
責
任
は
現
場
の

医
師
と
看
護
師
の
み
に
向
け
ら

れ
ま
す
。
ま
し
て
現
場
の
看
護

師
ば
か
り
か
、
患
者
・
国
民
に

周
知
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
看
護
師
の
中
で
も
意

見
が
一
致
し
て
い
な
い
問
題
を

拙
速
に
決
定
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【特定行為（案）29項目から抜粋】
　医師のみに許された高度で危険な「絶対的医
行為」を「特定行為」とし、「診療の補助」の
拡大として看護師に実施させる制度の創設に反
対します。
①気管カニューレの交換
②経鼻・経口挿管の実施
③経鼻・経口挿管チューブの抜管
④褥創の血流のない壊死組織のシャープデブリードマン
⑤橈骨動脈ラインの確保
⑥PICC（末梢静脈挿入式中心静脈カテーテル）挿入
⑦中心静脈カテーテルの抜去
⑧腹腔ドレーン抜去（腹腔穿刺後の抜針含む）
⑨胸腔ドレーン抜去
⑩胸腔ドレーン低圧持続吸引中の吸引圧の設定・変更
⑪心囊ドレーン抜去
⑫創部ドレーン抜去
⑬「一時的ペースメーカー」の操作・管理
⑭「一時的ペースメーカー」の抜去

以後29項目まで

3/5「看護師の増員で、安全・安心の医療・看護」
を求める署名行動 (医労連・看護対策委員会 )

2013
集まって　元気になろう

！

新採用の皆さんも参加して下さいね
♥

　詳しくは支部組合事務室か先輩
組合員へ！
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民話のふるさと
　 deどべっこ祭り

参
加
す
る
こ
と
は
世
の
中
の
こ

と
を
知
る
い
い
機
会
。
組
合
を

ど
ん
ど
ん
活
用
し
、
学
習
会
等

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
伝
承
園
で
遠
野

の
歴
史
や
伝
統
を
学
ぶ
予
定
で

し
た
が
、
凄
ま
じ
い
吹
雪
の
た

め
、
急
遽
中
止
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

２
月
23
日（
土
）〜
24
日（
日
）、

遠
野
市
内
を
会
場
に
、
岩
手

医
労
連
青
年
部
主
催
の
ウ
ィ
ン

タ
ー
ア
ク
ト 

ｉ
ｎ 

遠
野
が
開
催

さ
れ
、
盛
岡
赤
十
字
病
院
、
一

関
病
院
な
ど
県
内
10
施
設
か
ら

21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
医

労
か
ら
も
３
支
部
・
本
部
８
名

が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
ど
べ
っ
こ
祭
り
開

催
中
の
遠
野
ふ
る
さ
と
村
入
口

付
近
に
集
合
し
、「
カ
ッ
パ
お
じ

さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」の
会
場
へ
。

し
か
し
、
会
場
は
「
ど
ぶ
ろ
く
」

を
飲
み
な
が
ら
食
事
を
す
る
お

客
さ
ん
で
満
席
状
態
！
残
念
な

が
ら
カ
ッ
パ
お
じ
さ
ん
の
お
話

し
は
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
お
じ
さ
ん
（
タ
イ
ト

ル
右
側
写
真
）
は
カ
ッ
パ
を
捕

ま
え
る
気
満
々
な
風
貌
。
何
者

な
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
村
を
見
学
し
た
後

は
食
肉
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
昼
食
。
昼
食

後
は
各
自
、
カ
ッ
パ
淵
な
ど
を

観
光
し
、
宿
泊
先
の
た
か
む
ろ

水
光
園
へ
。

　

夕
食
交
流
会
で
は
「
早
地
峰

ワ
イ
ン
」
や
「
ど
ぶ
ろ
く
」
が
飲

み
放
題
と
あ
っ
て
、
お
酒
も
す

す
み
、
和
や
か
に
交
流
し
ま
し

た
。
ま
た
夕
食
交
流
会
か
ら
合

流
し
た
○
○
○
○
書

記
長
か
ら
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、「
少
し
前
ま

で
青
年
部
に
参
加
し

て
い
た
皆
さ
ん
の
先

輩
が
、
い
ま
や
単
組

の
委
員
長
や
書
記
長

と
な
り
組
合
を
引
っ

張
っ
て
が
ん
ば
っ
て

い
る
。
組
合
活
動
に

遠野といったら
　　　ジンギスカン♪

（遠野ふるさと村にて）　

カッパおじさん

どべっことは ?
　岩手の方言で「どぶろく」のこと。
　どぶろくとは発酵させただけの白
く濁った酒。炊いた米に、米こうじ
や酒粕に残る酵母などを加えて発酵
させることによって造られる日本酒
の原型である。
※日本では酒税法により、無許可で
の製造が禁止されています。

馬主デス！

青年部
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１
年
の
半
分
以
上
を
人
員
補

充
や
増
員
の
交
渉
を
し
て
い
る

気
が
す
る
。
当
局
も
判
で
押
し

た
よ
う
な
回
答
ば
か
り
。
そ
れ

で
も「
超
勤
減
ら
し
ま
し
ょ
う
」

と
は
理
解
に
苦
し
む
。
増
員
を

願
う
一
方
で
、
被
災
地
で
は
受

け
入
れ
る
環
境
（
住
居
）
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
復
興

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
切
に
願

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

釜
石
支
部　

○
○

　

　

　

小
さ
い
県
病
だ
け
ど
、
前
を

向
い
て
希
望
を
胸
に
毎
日
が
ん

ば
っ
て
い
ま
〜
す
。

大
東
支
部　

シ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
大
好
き

　

　

　

深
夜
の
あ
と
は
１
日
、
準
夜

の
あ
と
は
２
日
休
み
が
な
い

と
、
ホ
ン
ト
、
疲
れ
が
と
れ
ま

せ
ん
！

中
央
支
部　

夜
勤
疲
れ
が
と
れ
な
い
40
代

　

　

　

最
近
は
円
安
の
せ
い
か
、
ガ

ソ
リ
ン
も
値
上
が
り
し
て
い
ま

　

安
倍
首
相
と

な
っ
て
以
降
、
日
本

企
業
の
株
価
は
上

昇
傾
向
に
あ
る
。
景

気
回
復
の
兆
し
と

も
見
え
る
が
、
景
気

対
策
を
理
由
と
す

る
公
共
事
業
等
へ
の

バ
ラ
マ
キ
政
策
に
伴

う
一
時
的
現
象
で
し
か
な
い
。
す

ぐ
先
に
は
消
費
税
増
税
が
待
ち
構

え
て
お
り
、
増
税
実
施
に
向
け
た

レ
ー
ル
が
着
々
と
敷
か
れ
て
い
る
。

春
闘
・
賃
上
げ
で
は
、
直
接
経
団

連
な
ど
に
賃
金
引
き
上
げ
を
要
請

す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
対
応

も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
新
首

相
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

▼
特
に
も
問
題
な
の
が
憲
法
改
正

に
対
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
憲
法
改

正
の
発
議
要
件
を
緩
和
す
る
96
条

改
正
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る

が
、
当
然
そ
の
先
に
あ
る
の
は
憲

法
９
条
の
改
正
で
あ
る
。
北
朝
鮮

の
核
実
験
に
対
す
る
制
裁
、
中
国

や
韓
国
の
領
海
侵
犯
対
応
を
口
実

に
、
憲
法
改
正
し
「
国
防
軍
」
な

ど
軍
事
力
を
強
化
す
べ
き
と
い
う

２
月
号
パ
ズ
ル

２
月
号
パ
ズ
ル

　

12
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
26
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
2
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

春
よ
こ
い（
二
戸
支
部
）、

越
冬
カ
メ
虫（
一
戸
支
部
）、

じ
ゅ
ん
ぴ
ー
マ
マ
、マ
グ
ナ
ム
、

じ
ゃ
が
い
も
の
花
、
夜
勤
疲

れ
が
取
れ
な
い
40
代（
中
央
支

部
）、
み
じ
ん
む
し（
中
部
支

部
）、
シ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
大
好
き

（
大
東
支
部
）、
ウ
ー
ロ
ン（
高

田
支
部
）、
○
○（
釜
石
支
部
）

す
ね
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
私
た

ち
の
生
活
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
る
の
で
し
ょ
う
。

　

磐
井
支
部　

ベ
ガ

　

　

　

退
職
金
の
削
減
は
大
き
か
っ

た
で
す
ね
。
私
が
退
職
す
る
時

は
、
退
職
金
そ
の
も
の
が
無
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
と
不
安
に

な
り
ま
す
。
年
金
も
ど
う
な
る

こ
と
や
ら
。遠

野
支
部　

み
か
ん

　

　

　

２
月
は
私
の
誕
生
月
。
な
か

な
か
年
次
が
と
れ
な
い
中
、
師

長
に
お
願
い
し
て
誕
生
日
に
年

次
が
も
ら
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
是
非
「
誕
生
日
年
次
」
を
！

胆
沢
支
部　

匿
名
希
望

　

　

　

夜
勤
明
け
で
同
僚
と
ま
ち
が

い
さ
が
し
。
大
変
な
毎
日
で
す

が
、
こ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た

楽
し
い
時
間
っ
て
大
切
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

中
央
支
部　

ネ
ネ

の
が
安
倍
氏
の
持
論
だ
。「
武
器
輸

出
三
原
則
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
国

際
紛
争
当
事
国
に
対
す
る
武
器
や

関
連
技
術
の
輸
出
は
認
め
な
い
と

し
て
き
た
も
の
を
、
航
空
自
衛
隊

に
導
入
予
定
の
主
力
戦
闘
機
共
同

開
発
に
つ
い
て
は
、
部
品
輸
出
を

例
外
と
し
て
認
め
た
▼
96
条
の
改

正
論
議
に
加
え
て
国
会
で
議
論
さ

れ
て
い
る
の
が
「
集
団
安
全
保
障
」

だ
。
国
連
な
ど
の
加
盟
国
が
、
禁

止
さ
れ
て
い
る
武
力
行
使
を
行
っ

た
場
合
に
、
他
の
加
盟
国
が
一
致

し
て
軍
事
力
を
含
む
制
裁
を
加
え

平
和
を
維
持
す
る
仕
組
み
の
こ
と

で
、
国
連
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
国
連
軍

の
目
的
・
任
務
が
武
力
行
使
を
伴

う
場
合
、
自
衛
隊
の
参
加
は
「
憲

法
上
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
き
た
。

だ
が
自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
で

は
こ
れ
を
可
能
と
し
て
い
る
▼
憲

法
改
正
を
主
張
し
て
い
る
の
は
何

も
自
民
党
ば
か
り
で
は
な
い
。
み

ん
な
の
党
や
日
本
維
新
の
会
な
ど

も
同
様
だ
。
こ
の
ま
ま
日
本
が
戦

争
に
荷
担
す
る
国
に
変
貌
し
な
い

か
危
惧
さ
れ
る
。　
　
　
　

（
す
）



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

４
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
退
職
金　

削
ら
れ
将
来　

不
安
の
み

 

（
退
職
時
期
を
悩
む
50
代
）

◇
増
員
で　

安
全
安
心　

守
り
た
い

 

（
看
護
師
の
願
い
）

◇
休
み
た
い　

希
望
が
せ
め
て　

か
な
え
れ
ば

 

（
メ
ン
タ
ル
対
策
室
）

◇
な
せ
補
助
者
？　
「
夜
勤
で
き
る
？
」　

と
鬼
が
聞
く

 

（
豆
ま
き
隊
）

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ　

日
本
沈
没　

許
さ
れ
ぬ

 

（
被
災
地
の
い
か
り
）

４月の予定
５日（金）～６日（土）
 岩手医労連共済・組織拡大担当者会議
 （森の風）
８日（月） 県医労看護部会（アイーナ）
20日（土） 拡大支部長会議（県民会館）
 いわて労連女性部学習会（県民会館）
21日（日）～22日（月）
 退職者をねぎらう集い（たざわこ芸術村）
24日（水） 県医労給食問題研究会（アイーナ）
27日（土） 日本医労連東北ブロック
 　　看護師認証制度学習&交流会（仙台）

県
医
労

第
69
回
定
期
大
会

　

と　

き　

６
月
21
日（
金
）〜
22
日（
土
）

　

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
大
観（
つ
な
ぎ
温
泉
）

※
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
組
織
し
ま
し
ょ
う

５月の予定
１日（水） 第84回メーデー
11日（土） 2013年ナースウェーブ集会（県公会堂）
15日（水） 岩手医労連精神部会
18日（土） 支部長会議（水産会館）
 東北９条の会交流会（アイーナ）
25日(土)～26日(日)
 岩手医労連青年部プレアクト in 北上




